
平成 22年度調査成果報告会
	 	 	 	 	 	 	 　平成 22年 10 月 9日土曜日
	 	 	 	 	 	 	 　於：長岡京市立中央公民館 2階講座室

特別企画展「市内の古墳と埴輪」から

財団法人長岡京市埋蔵文化財センター
	 	 	 	 	 	 	 	 中島　皆夫

1. はじめに
	 1−1　長岡京市内の主な古墳と今回紹介する古墳・古墳群
	 1−2　埴輪の起源
	 1−3　材質の違い
	 1−4　埴輪の種類と変遷

2. 今里車塚古墳
	 2−1　冑形・盾形埴輪
	 2−2　笠形木製品
	 2−3　木製飾り板

3. 恵解山古墳
	 3−1　水鳥形埴輪
	 3−2　家形埴輪

4. 塚本古墳
	 4−1　石見型盾形埴輪
	 4−2　大刀形埴輪
	 4−3　蓋形埴輪
	 4−4　朝顔形埴輪・円筒埴輪

5. 開田古墳群
	 5−1　鶏形埴輪
	 5−2　馬形埴輪

6. おわりに



今 里 車 塚 古 墳
所 在 地 ：長岡京市今里 4丁目、庄ノ渕
時 　 期 ：中期初頭（前期末の可能性あり）
形 　 態 ：前方後円墳、造り出し（後円部北西に接続）、陸橋（造り出しに接続）、周濠（方形）
規 　 模 ：全長不明、後円部径約 46ｍ
埋葬施設：不明
外表施設：葺石、埴輪、木の埴輪
埴 　 輪 ：円筒埴輪、朝顔形埴輪（ヒレ付き含む）
　　　　　家形、蓋形、盾形、冑形、靭形埴輪など
そ の 他 ：方格規矩鏡、木の柱、笠形木製品、飾り板
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▲ 今里車塚古墳周辺の調査地と古墳の復元



▲ 冑形・盾形埴輪（11次）

▲ 冑形埴輪（11次）

▲ 盾形埴輪の盾面下半（11次）

▲ 木製飾り板（８次）

▲ 笠形木製品（９次）



恵 解 山 古 墳
所 在 地 ：長岡京市勝竜寺、久貝 2丁目
時 　 期 ：中期前半
形 　 態 ：前方後円墳、造り出し（前方部の東と西に接続）、周濠（方形）
規 　 模 ：全長約 128 ｍ、後円部径約 78ｍ
埋葬施設：竪穴式石槨か
外表施設：段築（3段か）、葺石、礫敷（東側造り出しの周辺部）、埴輪
埴 　 輪 ：円筒埴輪、朝顔形埴輪
　　　　　家形、蓋形、壺形、船形、盾形、草摺形、靭形、水鳥形埴輪など
そ の 他 ：前方部墳頂に副葬品埋葬施設（鉄製武器など約 700 点）、前方部東側から鉄製農耕具	
	 　（ミニチュア）・石製模造品（斧）が出土
　　　　　国指定史跡（副葬品埋葬施設出土の鉄器類は府指定文化財）
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▲ 恵解山古墳の調査地と古墳の復元
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▲ 水鳥形埴輪の転回写真（11次）

▲ 水鳥形埴輪の復原想像 ▲ 各種の形象埴輪（６次）

▲ 前方部埴輪列の円筒埴輪（５次）

▲ 家形埴輪の復原想像図（６次）



塚 本 古 墳
所 在 地 ：長岡京市開田 3・4丁目
時 　 期 ：後期前半
形 　 態 ：前方後円墳、周濠
規 　 模 ：全長約 30ｍ、後円部径約 20ｍ
埋葬施設：木棺直葬か
外表施設：段築 (2 段 ) か、埴輪
埴 　 輪 ：円筒埴輪、朝顔形埴輪
　　　　　家形、蓋形、盾形、大刀形、人物形、動物形、石見型盾形埴輪など
そ の 他 ：
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▲ 塚本古墳周辺の調査地と古墳の復元



▲ 石見型盾形埴輪（右京 173 次）

▲ 大刀形埴輪（右京 173 次）

▲ 石見型盾形埴輪の盾面中央部

▲ 蓋形埴輪（右京 173 次）

▲ 朝顔形埴輪と円筒埴輪（右京 106・173 次）



開 田 古 墳 群
所 在 地 ：長岡京市開田 1丁目、長岡 1丁目他
時 　 期 ：中期後半〜終末期
そ の 他 ：25基前後の古墳と土壙墓、古墳は方墳が主体

開田13号墳
　形 　 態 ：方墳、周溝
　規 　 模 ：一辺約 14ｍ
　埋葬施設：木棺直葬か
　外表施設：埴輪
　埴 　 輪 ：円筒埴輪、朝顔形埴輪
　　　　　　家形、蓋形、盾形、靭形、甲冑形、人物形、馬形、鶏形埴輪など
　そ の 他 ：
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▲ 開田古墳群２〜９・12〜 16 号墳



▲ 開田古墳群 13号墳の埴輪

▲ 鶏形埴輪

▲ 鶏形埴輪（頭部正面）

▲ 鶏形埴輪（脚の表現）

▲ 馬形埴輪

▲ 家形埴輪（屋根桁行方向）

▲ 家形埴輪（屋根破風）
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▲ 長岡京市内の主な古墳

▲ 埴輪の変遷


